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  ゴールデンウィークの旅客輸送等の動向について 

 

 

  １． ＪＲ （平成18年4月28日～平成18年5月7日） 

ゴールデンウィーク期間中の列車運行は、大きな輸送障害もなく、概ね順調に推移し、 

全体としては対前年同期比９％増と好調であった。 

新幹線については、総じて前年を上回った。 

                                                                                  

 主要区間における特急（新幹線を含む。）・急行列車上下計の断面輸送量 (単位：千人)  

                       期間  H17.4.28   H18.4.28 前年比 (%)  

会社名 (区間数)  ～H17.5.7   ～H18.5.7  

    ＪＲ北海道    (4)    324         336 104 

    ＪＲ東日本    (18) 3,880       4,163 107 

    ＪＲ東海      (10)       2,684        2,936 109 

    ＪＲ西日本    (11)       1,975        2,185 111 

    ＪＲ四国      (3)        130         141     108 

    ＪＲ九州      (3)        519        583 112 

      計       (49)      9,512       10,345 109 

                                                                                             

                                新幹線旅客輸送人員前年比 (%)                                 

東海道 山陽 東北 上越 

110 110 107 109 

長野 山形 秋田 九州 

107 105 108 111 

 

 

 

 

 

  ２． 国内航空 （平成18年4月28日～平成18年5月7日） 

      天候が比較的穏やかであったことや連休の日並びがよかったこともあり、対前年同期比５．９ 

％増と好調であった。 

       方面別では、日本航空グループは北海道、東北・北陸を除くすべての方面、全日本空輸グループは

関西、沖縄を除くすべての方面で前年を上回った。 

        スカイマークエアラインズ、北海道国際航空及びスカイネットアジア航空では新規路線の開設により

高い伸び率となっている。 

        なお、ピークは下りが５月３日、上りが５月６，７日であった。 



 (単位：千人)             

               期  間  H17.4.28  H18.4.28 前年比 (%)  

  会  社  ～H17.5.7  ～H18.5.7  

日本航空グループ      1,245        1,283 103.0 

全日本空輸グループ 1,247        1,285     103.0 

スカイマークエアラインズ   67 103     153.4 

北海道国際航空   43          60     137.8 

スカイネットアジア航空 21 25 123.1     

  スターフライヤー - 23 -    

      計 2,624 2,780 105.9 

             

 

  ３． 国際航空 （平成18年4月28日～平成18年5月7日） 

連休の日並びがよかったことや中国路線が回復してきたこともあり、対前年同期比２．５％増と 

なった。 

方面別（日本発）では、日本航空グループは米大陸、東南アジア、韓国及び中国線、全日本空輸 

グループは欧州線を除くすべての路線で前年を上回った。 

       なお、出国のピークは４月２９日、５月３日、入国のピークは５月５～７日であった。 

 

                                                                 (単位：千人) 

 H17.4.28   H18.4.28 前年比 (%) 期  間 

会  社   ～H17.5.7   ～H18.5.7  

  日本航空グループ        380        370   97.4 

  全日本空輸グループ         103 125       121.3 

         計 483 495       102.5 

※日本発着合計 

         

（参考） 日本航空グループの日本発方面別輸送実績 （単位：人、％） 

路 線 ﾎﾉﾙﾙ 米大陸 欧州 東南ｱｼﾞｱ ｵｾｱﾆｱ ｸﾞｱﾑ 韓国 中国 台湾 

旅客数 23,994  22,243 18,380   40,225   8,759 6,997 22,860 23,834 14,693 

前年比  80.8  105.8  86.4    103.6    95.1  48.6  109.9 143.4  96.2 

※グアムについては、前年の「グアム・サイパン」との比較。 

         

（参考） 全日本空輸グループの日本発方面別輸送実績 （単位：人、％） 

路 線 米 州 欧 州 中 国 台 湾 アジア ホノルル・グアム 

旅客数 16,420 14,040 40,025   3,516 37,566          9,797 

前年比 111.2  97.0 134.8   184.0 120.2          111.1 

 



  ４． 高速道路 (平成18年4月26日～平成18年5月7日) 

        全国の高速道路の利用台数は対前年同期比４．８％増と軒並み好調であった。 

        なお、 混雑のピークは、上り下りとも５月３日であった。 

 

                  高速道路利用台数（日平均）            （単位：千台）             

H17.4.27  H18.4.26  前年比（％） 期  間 

区  分    ～H17.5.8    ～H18.5.7  

全国高速道路 4,130 4,326 104.8 

  道央自動車道 93 96 102.8 

  東北自動車道 290 301 104.1 

  関越自動車道 174 183 105.0 

  東名高速道路 413 424 102.7 

  中央自動車道 241 249 103.3 

  名神高速道路 249 264 106.0 

  東名阪自動車道 208 221 106.1 

  山陽自動車道 169 183 108.5 

  九州自動車道 215 231 107.1 

 

５． 主要旅行業者の主催旅行の取扱旅行客数（平成18年4月26日～平成18年5月8日） 

      主要旅行業者５社が取り扱った旅行客数をみると、国内旅行については対前年同期 

比３．１％増、海外旅行については対前年同期比６．５％増となった。 

        

                    取扱旅行客数              （単位：千人） 

H17.4.26 H18.4.26   

～H17.5.8 ～H18.5.8 

前年比（％） 

国内旅行 1,083 1,117 103.1 

海外旅行 141 151 106.5 
※国内旅行は、ＪＴＢ，日本旅行、近畿日本ツーリスト、ＡＮＡ，阪急交通社、 

※※海外旅行は、ＪＴＢ，ＨＩＳ，阪急交通社、日本旅行、近畿日本ツーリスト 
  


